お祝いのことば

　本日、立志式を迎えられた２年生の皆さん、おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。また、立志式を開催していただきました関係者の皆様に、厚く御礼と感謝を申し上げたいと思います。


　きょうは、３つのことをお話しさせていただきます。


１つは、「立志」とは、文字どおり「志を立てる」ことです。しっかりした志があれば、行動が変わります。行動が変われば、人間関係が変わります。人間関係が変われば、未来が変わります。すでに志を持っている人も、またそうでない人も、きょうの日を契機とし、これまでの自らを振り返り、これからのことを考える機会にしてください。


　２つは、皆さんはこれまで多くの方々に支えられて、きょうという日を迎えられています。これまで温かく見守っていただいたご両親、ご家族はもちろん、先生方、地域の方々への感謝の気持ちを表す機会でもあります。どうか感謝の言葉をかけてみてください。


昨年９月、輪島市子ども会の会長さんとお会いする機会がありました。「金沢の風景と輪島の風景が全く違う。別世界に来たみたいだ」というのが第一声でした。昨年１月の能登半島地震、そして９月の豪雨災害からの復旧・復興はまだまだ道半ばです。引き続き被災者の方々に寄り添っていただきたいということが、３つ目のお願いです。


立志式を迎えられた２年生の皆さんに改めてお祝い申し上げ、ごあいさつといたします。
　　　　　　　
　
　　令和７年　月　　日
　　　　　　　　　　　　金沢市子ども会連合会
会　長　　　縄　　寛　敏 (なわ　ひろとし）
